
　

２００７
（平成19年)

No.637

12
和寒町表彰式 …………………………………………………………２～３

秋の叙勲　藤井辰夫氏に旭日双光章 ……………………………………４

内科医師着任のお知らせ …………………………………………………５

和寒町の財政のあらましをお知らせします  ……………………６～12

所得税・住民税について  …………………………………………14～15

年末年始のお知らせ  ……………………………………………………16

まちのニュース　カメラアイ  …………………………………………19

自然
の恵
み野
　わ
っさ
む町

夕暮れの 街灯揺るる 街路樹の夕暮れの　街灯揺るる　街路樹の　

綿帽子に 街もおしゃれに見え　　　綿帽子に　街もおしゃれに見えてて
～三笠 鈴木 露子さん （北の雲短歌会）　～三笠　鈴木　露子さん　（北の雲短歌会）　

文芸和寒第33号より　　　　　　　　　　　　　　　　　　文芸和寒第33号より～～

11月11日
町民文化祭芸能発表会(嗚呼ワットサム）



　
　広報わっさむ　平成19年12月号　梢2

 

功
　

労
　

章

堂
前
　
信
一
さ
ん
（
松
岡
）

　

昭
和
六
十
二
年
四
月
に
町
議
会

議
員
に
初
当
選
さ
れ
、
平
成
十
九

年
四
月
に
ご
勇
退
さ
れ
る
ま
で
五

期
二
十
年
に
わ
た
り
、
地
方
自
治

の
発
展
に
貢
献
を
い
た
だ
き
、
こ

の
間
、
副
議
長
を
四
年
、
議
長
を

八
年
務
め
ら
れ
議
会
の
円
滑
な
運

営
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
五
年
か
ら
協
議
が
本
格

化
し
た
市
町
村
合
併
協
議
に
お
き

ま
し
て
は
、
町
民
の
先
頭
に
立
ち

難
し
い
調
整
に
努
め
ら
れ
、
そ
の

手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
、
国
保
運
営

協
議
会
会
長
、
防
犯
協
会
会
長
な

ど
多
く
の
公
職
に
就
か
れ
、
町
政

の
進
展
に
果
た
さ
れ
た
功
績
は
、

誠
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
衆
人

の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら

平
成
十
一
年
ま
で
の
二
十
年
間
に

わ
た
り
土
地
改
良
区
の
理
事
と
し

て
、
本
町
農
業
の
振
興
発
展
に
貢

献
を
い
た
だ
き
、
こ
の
間
理
事
長

代
理
を
八
年
、
理
事
長
を
四
年
務

め
ら
れ
、
土
地
改
良
区
の
運
営
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
廉
潔
白
に
し
て
公
平
な
判
断

力
と
行
動
力
を
も
っ
て
、
事
に
あ

た
る
人
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
住
民
は
も
と
よ
り
多
く
の
方
々

か
ら
信
頼
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
十
年
に
和
寒
町
功
労
表
彰
、

さ
ら
に
長
い
間
の
議
員
活
動
が
認

め
ら
れ
、
平
成
十
八
年
に
北
海
道

町
村
議
会
議
長
会
表
彰
、
平
成
十

九
年
に
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表

彰
を
受
賞
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

髙
岡
　
晃
正
さ
ん
（
北
町
）

　

昭
和
六
十
二
年
か
ら
今
年
の
九

月
に
ご
勇
退
さ
れ
る
ま
で
、
二
十

年
間
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、

教
育
行
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
委
員
長
に
十
年

間
就
か
れ
、
町
内
小
学
校
の
統
廃

合
や
和
寒
高
等
学
校
の
振
興
に
奔

走
さ
れ
、
教
育
委
員
会
の
円
滑
な

運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
十
二
年
か
ら
は
総

合
計
画
審
議
会
委
員
と
し
て
、
第

四
次
総
合
計
画
の
策
定
に
関
わ
ら

れ
、
そ
の
間
、
委
員
長
と
し
て
的

確
な
判
断
の
も
と
調
整
に
努
め
ら

れ
た
手
腕
は
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
和
寒
高
等
学
校
教
育

振
興
協
議
会
会
長
、
防
犯
協
会
監

事
な
ど
多
く
の
公
職
に
就
か
れ
、

町
政
の
進
展
に
果
た
さ
れ
た
功
績

は
誠
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
衆

人
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
四
年
か
ら
は
、
保
護
司
と

し
て
更
生
保
護
に
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
、
現
在
も
引
き
続
き
ご
活
躍

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

温
厚
篤
実
に
し
て
、
公
平
な
判

断
力
と
真
心
を
も
っ
て
事
に
あ
た

ら
れ
る
お
姿
は
、
地
域
住
民
は
も

と
よ
り
多
く
の
方
々
か
ら
信
頼
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
十
一
年
に
和
寒
町
功
労
表

彰
を
受
賞
さ
れ
、
翌
十
二
年
に
は

北
海
道
教
育
委
員
会
連
合
会
功
労

者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

功

労

表

彰

玉
手
　
雅
夫
さ
ん
（
西
町
）

　

昭
和
四
十
八
年
二
月
二
十
三
日
、

消
防
団
員
と
し
て
入
団
以
来
、
現

在
ま
で
三
十
四
年
八
月
の
長
き
に

わ
た
り
、
消
防
技
能
と
豊
富
な
経

験
で
消
防
団
の
育
成
に
努
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
火
災
を
は
じ
め
各
種

災
害
に
際
し
て
は
、
常
に
率
先
し

て
消
火
・
防
火
な
ど
の
任
務
に
あ

菊
か
お
る
文
化
の

　
菊
か
お
る
文
化
の
日

長
年
の
功
績
た
た

　
　
　
　
　
長
年
の
功
績
た
た
え

　

十
一
月
三
日
（
土
）文
化

の
日
に
、長
年
の
功
績
を
た

た
え
本
年
度
の
功
労
章
・
功

労
表
彰
・
善
行
表
彰
・
褒
賞

の
町
表
彰
式
が
産
業
会
館
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
関
係
者
を
迎
え
、

物
故
者
へ
の
黙
祷
か
ら
は
じ

ま
り
、
町
長
の
式
辞
の
後
、

表
彰
者
お
一
人
お
ひ
と
り
に

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

金
児
議
長
の
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

堂
前
信
一
さ
ん
か
ら
謝
辞
が

あ
り
厳
粛
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
か
た
が
た

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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た
り
、
被
害
の
軽
減
に
努
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
一
月

第
一
分
団
長
に
推
挙
さ
れ
て
か
ら

は
そ
の
実
行
力
と
責
任
旺
盛
な
こ

と
は
、
団
員
を
は
じ
め
地
域
住
民

も
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
統
計
調
査
員
・

町
政
モ
ニ
タ
ー
、
商
工
会
に
あ
っ

て
は
理
事
を
歴
任
さ
れ
て
お
り
ま

す
。善

行

表

彰

竹
内
　
栄
一
さ
ん
（
士
別
市
）

　

竹
内
さ
ん
の
母
の
死
去
に
際
し
、

長
年 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
芳

生
苑
に
入
所
し
、
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
と
し
て
、
施
設
の
事
業
振

興
資
金
と
し
て
、
今
年
三
月
に
多

額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

御
囲
　
春
雄
さ
ん
（
西
町
）

　

和
寒
町
に
在
住
し
て
五
十
年
を

越
え
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
お

世
話
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
社
会

福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
地

域
福
祉
振
興
資
金
と
し
て
、
今
年

五
月
に
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

い
た
も
の
で
あ
り
ま
す

田
中
　
敬
廣
さ
ん
（
札
幌
市
）

　

田
中
さ
ん
の
母
の
死
去
に
際
し
、

長
年 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
芳

生
苑
に
入
所
し
、
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
と
し
て
、
施
設
の
事
業
振

興
資
金
と
し
て
、
今
年
五
月
に
多

額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

芳
賀
　
宏
光
さ
ん
（
旭
川
市
）

　

芳
賀
さ
ん
の
母
の
死
去
に
際
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
、
お
世
話
に

な
っ
た
お
礼
と
し
て
、
今
年
四
月

に
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

褒
　
　
　

章

合
田
　
鉄
雄
さ
ん
（
三
笠
）

　

平
成
二
年
若
く
し
て
、
奥
様
を

ご
病
気
で
亡
く
さ
れ
、
お
二
人
の

息
子
さ
ん
を
育
て
る
う
え
で
、
大

切
な
時
期
に
母
親
が
い
な
い
と
い

う
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
い
な
が
ら
親

子
と
も
に
頑
張
ら
れ
、
立
派
な
社

会
人
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、

他
の
模
範
で
あ
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
褒
賞
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

古
山
　
　
進
さ
ん
（
西
町
）

　

平
成
五
年
若
く
し
て
、
奥
様
を

ご
病
気
で
亡
く
さ
れ
、
当
時
小
学

生
の
三
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
る

う
え
で
、
大
切
な
時
期
に
母
親
が

い
な
い
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負

い
な
が
ら
親
子
と
も
に
頑
張
ら
れ
、

立
派
な
社
会
人
に
育
て
ら
れ
ま
し

た
こ
と
は
、
他
の
模
範
で
あ
り
ま

す
こ
と
か
ら
、
褒
賞
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

野
　
　
澄
子
さ
ん
（
西
町
）

　

昭
和
六
十
二
年
若
く
し
て
、
ご

主
人
を
病
気
で
亡
く
さ
れ
、
当
時

幼
い
二
人
の
お
子
様
の
育
児
を
し

な
が
ら
一
生
懸
命
に
お
働
き
に
な

り
、
立
派
な
社
会
人
に
育
て
ら
れ

ま
し
た
こ
と
は
、
他
の
模
範
で
あ

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
褒
賞
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

鎌
田
　
健
一
さ
ん
（
日
ノ
出
）

　

昭
和
四
十
八
年
四
月
に
有
限
会

社
酒
向
自
動
車
工
業
に
入
社
以
来
、

三
十
四
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、

工
場
長
と
し
て
ま
じ
め
な
仕
事
ぶ

り
は
同
僚
か
ら
も
信
頼
さ
れ
、
検

査
員
の
資
格
も
取
得
し
、
会
社
の

業
務
全
般
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

明
る
い
性
格
で
、
多
く
の
お
客

さ
ま
か
ら
も
好
か
れ
、
顧
客
の
定

着
と
確
保
に
努
力
さ
れ
、
社
業
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
こ
と

か
ら
、
褒
章
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

鈴
木
　
忠
之
さ
ん
（
西
町
）

　

建
築
大
工
と
し
て
五
十
年
間
一

筋
に
歩
み
、
職
業
訓
練
指
導
員
や

建
築
大
工
一
級
技
能
士
・
木
造
建

築
士
等
の
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
有
限
会
社
鈴
木
建
設

を
設
立
さ
れ
、
新
工
法
の
導
入
・

資
材
の
合
理
的
活
用
に
よ
る
作
業

効
率
の
向
上
・
経
営
の
安
定
を
図

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
和
寒
町
技
能

士
会
の
設
立
よ
り
中
心
的
役
割
を

果
た
さ
れ
、
若
手
建
築
技
能
者
の

育
成
・
技
術
向
上
に
熱
心
に
取
り

組
み
、
優
秀
技
能
者
を
数
多
く
育

て
上
げ
る
な
ど
、
町
の
産
業
発
展

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
こ
と
か
ら
、

褒
章
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

写真：前列左から
竹内さん　御囲さん　芳賀さん　合田さん　古山さん　野さん
後段左から２人おいて、鈴木さん　鎌田さん
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名
誉
町
民
前
町
長
藤
井
辰
夫
氏

（
七
九
歳
）
に
は
、
長
年
本
町
の

振
興
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
本
年
秋
の
叙
勲
に

お
い
て
、
旭
日
双
光
章
の
栄
に
浴

さ
れ
、
十
一
月
六
日
に
高
橋
北
海

道
知
事
か
ら
叙
勲
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

藤
井
氏
の
町
長
四
期
十
六
年
の
ま

ち
づ
く
り
の
功
績
を
ご
紹
介
し
ま

す
と
、

　

平
成
二
年
一
月
に
行
わ
れ
た
和

寒
町
長
選
挙
に
立
起
さ
れ
、
そ
の

重
厚
篤
実
な
人
柄
と
組
合
長
時
代

の
実
績
、
及
び
「
対
話
と
協
調
」

を
理
念
と
す
る
「
町
民
の
総
意
と

英
知
を
結
集
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

を
掲
げ
、
広
く
町
民
か
ら
推
さ
れ

町
長
に
見
事
初
当
選
さ
れ
ま
し

た
。

　

以
来
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
振
興
で
は
「
時
代
を
生
き
ぬ
く

農
業
の
確
立
」
を
施
策
の
中
心
に

据
え
、
折
か
ら
の
農
畜
産
物
の
自

由
化
や
産
地
間
競
争
の
激
化
な

ど
、
厳
し
い
農
業
情
勢
に
あ
っ
て

も
的
確
な
指
導
力
と
強
い
行
動
力

を
発
揮
さ
れ
、
農
業
経
営
の
拠
点

施
設
で
あ
る
「
農
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
」
や
「
南
宗
谷
線
地
区
広
域

米
穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
」
の

建
設
な
ど
農
業
関
連
施
設
を
整
え

る
と
と
も
に
、
土
は
農
業
の
命
で

あ
る
と
の
信
念
に
基
づ
き
「
土
地

改
良
基
盤
整
備
」
を
積
極
的
に
推

進
し
、
農
村
の
後
継
者
対
策
に
あ

っ
て
は
都
市
女
性
農
村
体
験
事
業

を
起
こ
す
な
ど
、
農
業
の
振
興
発

展
に
尽
く
し
た
功
績
は
極
め
て
大

き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
福
祉
の
分
野

に
お
い
て
は
、
本
格
的
な
少
子
・

高
齢
化
時
代
を
迎
え
る
中
、
明
る

く
活
き
活
き
と
暮
ら
せ
る
健
康
な

ま
ち
づ
く
り
の
施
策
と
し
て
「
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
に
取

り
組
み
、
在
宅
で
の
介
護
者
・
要

介
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の
「
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
や
介
護

保
険
事
業
の
開
始
に
伴
う
「
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
」
の
設
置
、

「
高
齢
者
福
祉
住
宅
」
の
整
備
と

地
域
住
民
の
福
祉
の
充
実
に
多
大

な
る
尽
力
を
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
地
域
医
療
の
確
保
充
実
の
た

め
町
立
病
院
の
施
設
設
備
の
充
実

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
教
育
ス
ポ
ー
ツ
の
分

野
に
お
い
て
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
の

町
」
宣
言
の
精
神
を
踏
ま
え
た
教

育
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
進
め

ら
れ
、「
町
立
図
書
館
」
や
「
総
合

運
動
公
園
」
な
ど
教
育
環
境
の
充

実
を
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
塩
狩
峠
記
念
館
（
三

浦
綾
子
旧
宅
）、
生
ゴ
ミ
処
理
施

設
や
一
般
廃
棄
物
処
分
場
の
整
備

と
文
化
行
政
の
推
進
や
生
活
環
境

の
整
備
促
進
に
力
を
注
が
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
行
政
全
般
に
わ

た
り
住
民
福
祉
の
向
上
と
住
民
生

活
の
充
実
を
基
本
に
住
民
本
位
の

ま
ち
づ
く
り
に
奮
闘
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
間
、
行
財
政
改
革
や
市
町

村
合
併
協
議
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
行
動
さ
れ
、
地
方
自
治
体
の
財

政
逼
迫
が
囁
か
れ
る
中
に
あ
っ
て

も
、
和
寒
町
は
健
全
財
政
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、

剣
淵
町
と
の
合
併
協
議
に
お
い
て

も
合
併
協
議
会
会
長
の
任
に
あ
た

ら
れ
、
住
民
の
深
い
信
望
と
氏
の

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
背
景
に

和
寒
町
の
将
来
を
左
右
す
る
難
局

を
乗
り
切
ら
れ
ま
し
た
。

　

藤
井
氏
の
栄
誉
あ
る
叙
勲
に
心

か
ら
お
祝
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

秋
の
叙
勲

　
長
年
の
地
方
自
治
功
労
で

　
藤
井
辰
夫
氏
に
旭
日
双
光
章

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

が
主
催
す
る
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
に
和
寒
中
学
校
３
年
井

戸
川
新
菜
さ
ん
の
作
品
が
、
札

幌
国
税
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
は
、

作
文
を
書
く
こ
と
に
よ
り
、
学

校
や
家
庭
な
ど
、
身
近
な
暮
ら

し
の
中
で
税
が
果
た
す
役
割
を

知
り
、
将
来
、
税
に
対
す
る
良

き
理
解
者
・
協
力
者
と
な
っ

て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

井
戸
川
新
菜
さ
ん

札
幌
国
税
局
長
賞
受
賞

　一般の高校教科と各種技術を学び、専門技術者としての
　自衛官を育成します。（高卒資格も取得できます。）
○資　格　 15歳以上17歳未満（中学３年生含む）　
○身　分　 特別職国家公務員
○休　日　 週休２日制（年次休暇及び特別休暇等有り）
○給　与　 初任給　150,200円
○待　遇　 ボーナス4.46 ヶ月（約67万円）
　　　　　 学費・食費・住居費 無料
○試験日　 平成20年１月12日（土）
○締　切　 平成20年１月８日（火）
○問い合わせ　 自衛隊旭川地方協力本部名寄出張所
　　　　　　　　℡01654-2-3921
　※志願受付票は、和寒町役場総務課にも用意しています。

陸上自衛隊生徒募集（男子）

　　　講師　札幌医科大学保健医療学部看護学科
　　　　　　　　　　　准教授　杉山　厚子　氏
○と　き　 平成19年12月11日（火）
　　　　　 14：00～16：10
○ところ　 名寄市総合福祉センター　多目的ホール
○対　象　 性教育に関心のあるお父さん・お母さん、
　　　　　 保育所関係者、教育関係者、市町村関係者、
　　　　　 医療関係者、学生等
○参加料　 無　料
○主　催　 北海道名寄保健所、名寄市思春期保健対策委員会
○申込み先　 北海道名寄保健所
　　　　　　　℡　01654-3-3121

平成19年度思春期保健講演会　　　　　　
　　　　～子どものこころに届く性教育～
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年 金 あ れ こ れ

　保険料を納めるのが困難なときは、申請して承認されると保険料の納付が免除される「免除制度」があります。
保険料が免除される額は下記の４区分となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（保険料月額　14,100円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（納付なし）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（保険料月額　　3,530円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（保険料月額　　7,050円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（保険料月額　10,580円）
　どちらの免除に該当するかは、前年所得により基準が定められています。所得基準額の目安（概算）は下記のと
おりです。

※この額はあくまでも目安であり、世帯状況や各種控除等により基準が異なります。

　免除は、被保険者、配偶者及び世帯主それぞれの前年所得が免除の対象となる基準額を下回る場合に承認されま
す。
　減額された保険料を納めないままでいると、その期間は「未納期」として扱われ、老齢基礎年金の受給資格を得
る期間としても数えられず、老後の年金額にも反映されません。

　その他に、退職（失業）による特例免除があります。
　失業※１、倒産※１、事業の廃止※１、天災などが原因で所得が無くなったことにより国民年金の保険料が納付
出来ない方は、その事実が確認できる公的機関の証明書※２の写しを添付していただくと、その方（本人）の前
年度所得は審査対象外となります。
※１免除を申請する日に属する年度またはその前年度に失業（離職）された方が対象です。
※２「雇用保険受給資格証」「雇用保険被保険者離職票」「離職者支援基金の貸付決定通知」など

※配偶者または世帯主が失業した場合にもそれぞれ所得審査対象外となります。

保険料の納付を忘れずに……納めて安心…国民年金

内科医師着任のお知ら内科医師着任のお知らせせ
　８月31日付をもって退職した越智勝治医師の後任として、中村　勝 (なかむら まさる)医師が12月３日より着
任することになりました。
　内科医不在の間、町民の皆様や患者の皆様には多大なご迷惑とご心配をおかけしましたことを深くお詫び申
しあげます。
　これからも皆様のために安心安全な医療を提供できる病院、信頼される病院として確立していくために、職員
一丸となって取り組んで参りますので、よろしくお願い申しあげます。

　医師　中　村　　　勝　（副院長）
　長野県生まれ、43歳（佐賀医科大学卒）
　
　趣味は下手なスキーとバイクいじりです。
長野県も寒いのですが、和寒の夏冬の寒暖差が70寿近くあるというのには驚きました。
しかし、その気候のおかげで美味しいかぼちゃが収穫でき、その雪を利用して越冬キャ
ベツを生産されており、その工夫には頭がさがります。

　長寿と言われる長野県に限らず、最近は全国的に食生活の欧米化と車社会のせいで肥満、高血圧、高脂血症な
どの生活習慣病が増えております。またタバコによる肺癌や閉塞性肺疾患などの病気も増えております。
　それらの病気を少なくする鍵が和寒の農産物にはあると思います。かぼちゃのβカロチンとキャベツのビタ
ミンＣで癌を減らし，夏や冬のスポーツで汗をかき、美味しいジンギスカンに舌鼓を打つ。元気で長生きできる
環境がここにはあるのかも知れません。
　厳しい自然を克服し、自然とうまく付き合ってきた和寒町の皆様の健康の為に不器用ではありますが、少しで
も貢献できれば幸いです。よろしくお願いいたします。

今は、どうしても国民年金保険料がおさめられない・・・
そんなときは、まずご相談ください！保険料の「免除制度」があります。

全額納付
全額免除

４分の１納付４分の３免除

半額納付半額免除

４分の３納付４分の１免除

４分の１免除半額免除４分の３免除全額免除世　帯　員　数

335万円程度282万円程度230万円程度162万円程度４人世帯→夫婦・子２人（子の
１人は16歳以上23歳未満）　　　

247万円程度195万円程度142万円程度　92万円程度２人世帯→夫婦
189万円程度141万円程度　93万円程度　57万円程度単身世帯

世帯主の前年度所得配偶者の前年度所得申請者（本人）の前年度所得
審査対象審査対象審査対象一般の免除申請
審査対象審査対象審査対象外申請者（本人）が失業したことによる特例申請
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平成19年９月30日 現在（単位:万円）◎歳　入
対 予 算
執行比率

収 入 済 額構成比計補  正  額当初予算区　　　　分

52.3％13,9567.4％26,68926,689町　　　税
30.3％3,7293.4％12,30012,300地方譲与税
49.0％490.0％100100利子割交付金
110.0％330.0％3030配当割交付金
0.0％00.0％4040株式等譲渡所得割交付金
67.7％2,5711.0％3,8003,800地方消費税交付金
39.2％1,4891.0％3,8003,800自動車取得税交付金
71.3％1640.1％230230地方特例交付金
70.6％142,06155.6％201,3413,341198,000地方交付税
56.9％910.0％160160交通安全対策特別交付金
24.4％8761.0％3,5833,583分担金及び負担金
44.7％5,5973.5％12,51612,516使用料及び手数料
8.6％6742.2％7,8153477,468国庫支出金
12.8％2,6565.8％20,83010820,722道 支 出 金
24.0％8481.0％3,5402103,330財 産 収 入
117.6％1000.0％85841寄　附　金
0.0％08.5％30,7482,52628,222繰　入　金

100.0％1,5590.4％1,5591,559繰　越　金
10.4％1,3703.6％13,2105013,160諸　収　入
0.0％05.5％19,70019,700町　　　債
49.1％177,823100.0％362,0766,666355,410歳   入   合   計

（単位:万円）◎歳　出
対 予 算
執行比率

支 出 済 額構成比計補  正  額当初予算区               分

50.3％2,0491.1％4,074△ 2274,301議　会　費
33.7％7,2586.0％21,563△ 2121,584総　務　費
26.9％12,34812.7％45,8962,84643,050民　生　費
31.3％14,76313.0％47,12987546,254衛　生　費
17.0％5,9959.7％35,16425634,908農 林 業 費
83.9％10,6743.5％12,7191312,706商　工　費
33.2％11,98710.0％36,12910036,029土　木　費
50.6％6,2033.4％12,254912,245消　防　費
33.5％11,8609.8％35,4412,71432,727教　育　費
62.1％3180.1％512210302災害復旧費
47.9％25,55214.7％53,34453,344公　債　費
0.0％00.0％1010諸 支 出 金
53.4％30,75315.9％57,641△ 10957,750給　与　費
0.0％00.1％200200予　備　費
38.6％139,760100.0％362,0766,666355,410歳   出   合   計

◎今までに実施した主な事業（単位:万円）
研修館楡外壁塗装工事 1,764 議場内改修工事 198 公営住宅大規模改善工事 8,235
東山スキー場リフト整備工事 420 町道改修整備事業 5,006 除雪用ドーザ購入 893
特別雇用対策町有林整備事業 307 町民センター網戸設置工事 197 参議院選挙 365
和寒中学校体育館耐震改修工事 1,176 南丘公園線林道開設事業 1,779 農業高度活性化事業 1,014
一般廃棄物最終埋立処分場火災復旧工事 998 和寒中学校体育館屋根塗装工事 473

平成19年度　一般会計執行状況
筋

芹

緊

菌

錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦

禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁

欣
欣

欽
欽

まちの財政は、国や道からの交付金や直接納
めていただく町税などの財源でまかなわれて
います。町では、まちの財政がどのように運
営され、どのような状況にあるのかを町民の
皆さんに知っていただくため、例年財政状況
を公表しています。

和寒町の財政のあらましをお知らせします和寒町の財政のあらましをお知らせします
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平成18年度　一般会計決算状況
筋

芹

緊

菌

錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦

禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁

欣
欣

欽
欽

（単位：万円）

構成比主         な         も         の金    額区           分

7.0％町民税 9,164　固定資産税 12,556　軽自動車税 833　町たばこ税 3,16425,717町　　　税
4.3％所得譲与税 2,750　自動車重量譲与税 9,647  地方道路譲与税 3,32015,717地方譲与税
0.0％97利子割交付金
0.0％53配当割交付金
0.0％39株式等譲渡所得割交付金
1.2％4,591地方消費税交付金
1.1％3,844自動車取得税交付金
0.1％426地方特例交付金
59.5％普通交付税 195,761　特別交付税 23,335219,096地方交付税
0.1％167交通安全対策特別交付金

0.5％
生ごみ処理場運営負担金 943　道路橋梁工事負担金　315
道営土地改良事業地元負担金 659  老人福祉施設入所負担金 42

1,967分担金及び負担金

3.3％
公営住宅使用料 6,890　東山スキー場リフト使用料 460　研修館楡使用料 799
三笠山自然公園遊具使用料 357　し尿収集手数料 203　保養センター使用料 107
保育料 1,513　パークゴルフ場使用料 174

12,207使用料及び手数料

1.2％
国保基盤安定負担金 248　児童手当 763　身障者保護費負担金 41　老人保健事業 136
障がい者福祉費負担金 1,537　拠出年金事務費 180　介護給付・訓練等給付費負担金 1,366

4,464国庫支出金

6.0％

障がい者福祉費負担金 769　農業委員会活動費 312　重度心身障がい者医療費 385
中山間地域直接支払交付金 8,972　国営造成施設管理体制整備事業 1,741
南丘公園線林道開設事業 2,900　知事道議会議員選挙費 209　市町村バス運行 209
国保基盤安定負担金 1,780　乳幼児医療費助成事業 273　老人保健事業 172
各種統計調査費 28　児童手当 630　介護給付・訓練等給付費負担金 645 　造林事業 
486

22,078道 支 出 金

0.7％職員住宅貸付料 390　土地建物貸付料 1,384　各種基金利子 310　財産売払 6092,693財 産 収 入
0.0％民生費寄附金 5　土木費寄附金 16　教育費寄附金 2041寄　附　金

5.8％
老人保健特別会計繰入金 2,898　介護保険特別会計繰入金 255　減債基金繰入金 2,635
公共施設建設基金繰入金 7,000　総合体育施設建設基金繰入金 3,000
楡の里人づくり基金繰入金 115　財政調整基金繰入金 5,168

21,418繰　入　金

0.3％前年度繰越金 1,0001,000繰　越　金

3.5％
中小企業貸付金元利収入 7,501　商工業活性化貸付金元利収入 1,000
合併処理浄化槽貸付金元利収入 9　土地改良事業推進交付金 478  学校給食費 759

12,792諸　収　入

5.4％
林道開設事業 2,270　減税補てん債 180　道路整備事業 3,460　臨時財政対策債 13,320
国営土地改良事業負担金繰上償還金　610

19,840町　　　債

100.0％368,247歳   入   合   計

◎歳　入

町債
5.4%

諸収入
3.5%

使用料及び手数料
3.3%

配当割交付金
　　0.0%利子割交付金

0.0%

株式譲渡所得割交付金
0.0%

地方消費税交付金
1.2%

地方譲与税
4.3%

分担金及び負担金
0.5%

交通安全対策特別
交付金
0.1%

地方特例交付金
0.1%

町税
7.0%

地方交付税
59.5%

自動車取得税交付金
1.0%

繰越金
0.3%

国庫支出金
1.2%

道支出金
6.0%

財産収入
0.7%

寄附金
0.0%

繰入金
5.8%

項 目 別

自
主
財
源

79.6％

依

存

財

源

地方譲与税

利子割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策

負担金の一部

国庫支出金

道支出金

諸収入の一部

町　債

町税
分担金・負担金の一部
使用料・手数料・財産収入
寄附金
諸収入の一部・繰入金
繰越金

74,985万円

20.4％

自主依存別
特別交付金

分担金・

293,263万円
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◎歳　出

（単位：万円）

構成比主         な         も         の金    額区           分

1.4％議員報酬 3,031　議員期末手当 1,2245,178議　会　費

10.7％
基金積立金 21,195　町有林整備 1,877 　バス運行業務委託　2,526
公共施設喫煙室等設置工事 467　西和地区水道管移設工事 1,360

38,879総　務　費

11.1％

重度心身障がい者医療費 1,548　身体障がい者施設入所自立支援費 739
知的障がい者施設入・通所支援費 4,235　国民健康保険特別会計繰出金 5,093
老人福祉施設入所措置費 170　介護保険特別会計繰出金 7,229　児童手当 2,023
老人保健特別会計繰出金 6,205

40,160民　生　費

12.3％

結核・肺がん検診委託 145　乳幼児医療費 720
妊婦健康診査費 159　町立病院事業会計繰出金 20,610　がん検診委託 770
公共下水道・簡易水道事業特別会計繰出金 110,606　基本健診委託 1,213
リサイクルごみ収集・埋立ごみ収集・西和処分場管理・生ごみ処理場管理等 3,398

44,288衛　生　費

9.9％

農業高度活性化事業補助 1,463　農業活性化センター運営事業負担金 1,733
南丘公園線林道開設事業 4,568　道営土地改良事業地元負担金 1,829
中山間地域等直接支払交付金 11,954　後継者育成振興奨励事業 771
農家経営安定対策補助 285　各種農業制度資金利子補給補助 271
国営造成施設管理体制整備事業補助 2,169　森林整備地域活動支援交付金 521

35,901農 林 業 費

4.0％
商工会運営補助 1,675　中小企業補償融資運用資金 7,500
商業振興店舗近代化促進事業補助 2,169　観光協会補助 570
商工業活性化融資運用資金 1,000

14,253商　工　費

8.2％
町道等除排雪 5,118　河川整備事業 1,741　公営住宅大規模改善工事 7,113
公園管理等委託 2,026　町道補修等工事 5,731

29,661土　木　費

3.3％士別地方消防事務組合 本部経費 1,387　和寒支署 10,60011,987消　防　費

8.1％
和寒高等学校教育振興協議会補助 1,635　中体連生徒派遣補助等 152
体育協会補助 206　屋内体育館耐震改修実施設計委託 189　学校給食事業 2,543
農村環境改善センター外壁等改修工事 2,468　配膳室改修工事 656

29,260教　育　費

0.1％公共土木施設災害復旧事業299災害復旧費
15.1％償還元金 48, 943　償還利子 5, 796　一時借入金利子 1254,751公　債　費
0.0％0諸 支 出 金
15.8％職員給料･手当・共済費等57,197給　与　費
0.0％0予　備　費

100.0％361,814歳   出   合   計

歳入歳出差引残額　6,433
うち基金繰入金　4,874
うち翌年度繰越金　1,559
（うち繰越明許額）　　559

筋

芹

緊

菌

錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦

禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁

欣
欣
欣
欣

欽
欽
欽
欽

【目的別】

このグラフは各行政目的別に給与費を振り分けて構成比を表したものです。

予備費
0.0%

給与費
15.8%

土木費
8.2%

教育費
8.1%

議会費
1.4%

消防費
3.3%

災害復旧費
0.1%

公債費
15.1%

総務費
10.7%

商工費
3.5%

農林業費
9.9%

民生費
11.1%

衛生費
12.3%

諸支出金
0.0%

項 目 別

消費的
経費

投資的

扶助費　 　11,378万円
維持補修費  4,805万円

積立金　21,195万円

経費

人件費

60,685万円

物件費

60,337

補助費等

63,568万円

普通建設事業
45,446万円

公債費
54,751万円

45,745万円
12.7％299万円

災害復旧費

55.5％

出資金　 1,490万円
貸付金　 8,509万円
操出金　29,351万円

15.1％ 万円
万円200,773

性 質 別

その他
60,545万円

16.7％
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（単位：円）（単位：万円）

町民１世帯当たり町民１人当たり徴 収 率未 収 金収 入 額調 定 額科                 目

99.6%349,1649,198 １． 町      民      税
42,76117,58699.6%347,6507,684　敢　個　人　分
8,4633,480100.0%01,5141,514　柑　法　人　分

98.7%16212,55712,719 ２．固 定 資 産 税
68,86028,32098.7%16212,31912,481　敢　純固定資産税
1,330547100.0%0238238　柑　交付金及び納付金
4,6561,915100.0%0833833 ３．軽 自 動 車 税
17,6867,274100.0%03,1643,164 ４．市 町 村 た ば こ 税

0.0%000 ５．特 別 土 地 保 有 税
143,75659,12299.2%19625,71825,914計

97.4%33512,77313,108 国 民 健 康 保 険 税
（平成18年課税分、平成18年１月１日現在の人口、世帯数による）

◎地方税の10年間の推移（税制度の改正などにより、毎年同じ条件ではありません）
　　納　入　額 （単位:万円）

（単位:円）　　町民１人当たりにすると

◎経常収支比率について
　経常一般財源（使途が限定される国、道の補助金などではなく、どのような経費にも使用することができる町税や
地方交付税などのこと）が、どの程度経常的に使用する経費（人件費・物件費・維持補修費・扶助費・公債費など）に
充てられているかをみる指標で、財政構造の弾力性を示すものです。地方交付税の減少に伴って比率が上昇してきま
す。75％未満が妥当とされ、80％を超えると硬直化しているといえます。和寒町では、16年度、17年度と80％を超
えましたが、各種経費の削減を行い比率が下がりました。

※参考　　平成17年度の道内の町村の平均は87.9％となっており、他の町村に比べ経費の抑制や節約を行っていると
言え、今後も町民皆様のご協力をいただき、行政改革の推進により経費を削減し暮らしや生活に必要な事業
に充てていくように努めてまいります。

18年度　79.3％17年度　82.1％16年度　80.0％15年度　78.8％本町の比率

◎町税の収納内訳

　町民の皆さんから納めていただく税金は福祉やまちづくり、道路 や公園などの公共施設整備の貴重な財源であ
り、滞納が増加すると町民サービスの低下を招くこともありますので、必ず納期内に納めるようご協力をお願い
いたします。

13,03413,034

12,22412,224

628628

2,7502,750

10,70410,704

12,71112,711

648648

2,7432,743

12,47212,472

12,74312,743

646646

3,2493,249

11,33611,336

12,43312,433

660660

3,3673,367

10,65110,651

12,72912,729

675675

3,3443,344

10,70710,707

13,14013,140

689689

3,2123,212

9,4029,402

12,27812,278

723723

3,1863,186

9,6819,681

12,92812,928

761761

3,0773,077

8,8468,846

13,13013,130

796796

2,9802,980

平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成18年度

町民税町民税 固定資産税固定資産税 軽自動車税他軽自動車税他 たばこ税たばこ税

3億3億

2億

1億

2525,7,752522626,4,44747
2525,5,58989

2727,7,748482727,7,79696
2929,1,11010

2626,8,80606

2828,6,63636
2727,3,39999

9,1649,164

12,55712,557

833833

3,1643,164

2525,7,71818

平成17年度

57,30657,306

54,77354,773

60,16960,169

58,33458,334 57,90257,902
59,55859,558

55,50855,508

58,68058,680 58,10558,105

平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成18年度

6万

5万

59,12259,122

平成17年度
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（単位：万円）◎町債（借金）の状況

今まで行ってきた主な事業
18年度末18年度中異動

区                 分
現  在  高借入額償還額

林道開設、農業農村整備18,6074,123一般公共事業債
広域カントリーエレベーター施設建設42,5989,290一般単独事業債
地域イントラネット基盤整備1,853249まちづくり債
地方特定道路整備、ふるさと農道整備67,4593,4609,446臨時地方道整備事業債
三和・北原・大成小学校改築4,077298義務教育施設整備事業債
塩狩南丘線道路改良、除雪機械購入2,6951,566辺地対策事業債
道路・河川災害復旧152116災害復旧事業債
ショートステイ施設整備2,263151厚生福祉施設整備事業債
公民館改築、高齢者共同福祉住宅建設101,4982,88018,089過疎対策事業債
義務教育施設整備事業の財源対策のため1,965106財源対策債
住民税の恒久減税の影響による借入6,957180668減税補てん債
平成9年度の臨時税収補てんのための借入1,892153臨時税収補てん債
交付税から後年度補てんとされた借入92,08513,3204,464臨時財政対策債
町有林造林、牧場整備794225公有林・草地改良整備事業債

344,89519,84048,944一 般 会 計 合 計　①

水道管敷設19,2121,215簡易水道事業債
下水道施設整備、高利率債の借換75,3581,9707,270公共下水道事業債
町立病院増改修、医療機器購入12,2971,266町立病院事業企業債

106,8671,9709,751特 別 会 計 合 計　②

451,76221,81058,695町 債 合 計 （①＋②）

　公共施設の整備については、短期間に多額の経費を要する事業が多く、また
その経費は町税だけでは実施できませんので、財源の一部として町債（借金）
を活用しています。
   和寒町においては町債を借り入れる場合、その多くが交付税で補てんされる
有利な起債を起こすよう努めています。
   また、国の制度改正の影響により借り入れた町債については、元利償還額の
全額が交付税に算入される仕組みになっています。

   平成18年度から地方債が「許可制度」から「協議制度」に移行したことに伴い、起債制限比率を厳格化した実質
公債費比率（16～18年度平均）が新たな指標として新設されました。本町の比率は10.5％ですが、これが18％以
上になると公債負担適正化計画の策定を前提に地方債の発行が許可されることになります。
   また、平成18年度における起債制限比率（16～18年度平均）は5.7％であり、これが20％を超えると地方債の許
可が制限されることになります。
   公債費負担比率は、公債費に充てられた一般財源の割合であり、一般財源の使途の自由度をみるものです。平成
18年度の本町の比率は18.2％で、平成17年度の道内町村の平均は23.1％です。

◎基金及び町債年度末現在高の10年間の推移（一般会計）

42.442.4

40.940.9
40.140.1

37.937.9

44.944.9

42.342.3
41.641.6

38.738.7
37.437.4

42.442.4

39.039.0

33.833.8

32.432.4
33.433.4

32.232.2 32.632.6
31.231.2 31.031.0

30

35

40

45

平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成18年度

起債残高 基金残高 （単位：億円）

34.534.5

31.831.8

平成17年度
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（単位：万円）◎基金の内訳

積立の目的や使途
18年度末
現 在 高

18年度中異動17年度末
現 在 高

区                 分
取りくずし額積 立 金

財政調整と健全化を図るため49,5225,1684,94249,748財政調整基金
町債の償還の財源に充てるため105,0352,6354,124103,546減債基金
公共施設の整備に充てるため64,2757,00015,11856,157公共施設建設基金
総合的な体育施設整備のため35,1963,0003938,157総合体育施設建設基金
人づくりの推進のため7,569115257,659楡の里人づくり基金
学校経営に必要な財産造成のため7070学校林基金
奨学資金に充てるため7,00627,004奨学貸付基金
家畜導入資金の貸付のため6,26666,260家畜導入基金
農村活性化を図るため1,00911,008中山間ふるさと水と土保全基金

在宅福祉の普及･向上、健康･生きがいづくりの
推進のため

15,377172215,372地域福祉基金

事業円滑化のための土地の先行取得のため14,1601614,144土地開発基金
高額療養費貸付のため廃止329329高額療養貸付基金
出産費用の貸付のため200200出産費用貸付基金
文化の向上と活動の進展を図るため2,04322,041文化振興基金
各種スポーツの振興を図るため4,1852254,162スポーツ振興基金

施設の適正な維持･管理のため5,7201,1474,573
南宗谷線地区広域米穀類
乾燥調製貯蔵施設基金

317,63318,26625,469310,430一 般 会 計 合 計　①

国保事業の健全運営のため5,7125,5672,0099,270国民健康保険基金
簡水事業の健全運営のため9845101501,344簡易水道事業基金
下水道事業の健全運営のため1,088178910公共下水道事業基金
介護保険事業の円滑な運営のため25,5391,7756,55620,758介護保険事業基金
高額介護サービス費貸付のため201201高額介護サービス費貸付基金

33,5247,8528,89332,483特 別 会 計 合 計　②

災害時の復旧費用に充てるため65,84163165,210備 荒 資 金 組 合　③

416,99826,11834,993408,123基金合計（①+②+③）

◎地方交付税について
　普通交付税は、各市町村が自治体として一定の仕事をするために必要とされる基準額（①基準財政需要額）を計算
し、税金など一定の収入（②基準財政収入額）も計算し、それらの差額（①－②）を自治体に交付するものです。和寒
町では平成11年から連続して減少となっていましたが、平成18年度は３百万円の増となっています。
　国は財政難を理由に、さらに地方交付税の削減を進めようとしています。
　特別交付税は、その年における特別な事情を考慮して交付されるもので、変動の幅が大きくいつも予定できるもの
ではありません。
　臨時財政対策債は、普通交付税で当然交付されるべき額のうちの一部を、後年度補てんとなる借入金とされた分です。

　10年間の推移 （単位：百万円）

2,8132,813

236236

2,8582,858

262262

2,8342,834

275275

2,7742,774

337337

2,5742,574

302302

9191

2,2882,288

301301

189189

2,0812,081

279279

291291

1,9961,996

266266

196196
151151

平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成18年度

普通交付税 特別交付税 臨時財政対策債

30億

20億

10億

15億

25億

3,0493,049
3,13,12200 33,1,10909 33,,111111

2,92,96677

2,72,77788
22,,651651

22,,458458
22,,366366 2,3242,324

1,9581,958

233233

133133

260260

1,9551,955

平成17年度
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◎町の財産（一般会計分）
［ 主　な　物　品 ］［ 土　　地 ］

6台○バ     ス2,961,109㎡○公共用施設用地 
19台○乗用車・貨物自動車73,286㎡○宅　　　地
2台○除雪ドーザー10,109,870㎡○山　　　林
1台○除雪ロータリー168,056㎡○原　　　野
2台○除雪トラック287,820㎡○雑種地 ・ その他
1台○雪上車
1台○ブルドーザー［ 建　　　物 ］
4台○フォークリフト11,428㎡○木　　　造

73,843㎡○非　木　造

平成19年度　特別会計執行状況
筋

芹

緊

菌

錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦

禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁

欣
欣

欽
欽

平成18年度　特別会計決算状況
筋

芹

緊

菌

錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦

禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁

欣
欣

欽
欽

（単位:万円）平成19年9月30日 現在
執行率支 出 済 額執行率収 入 済 額予   算   額会       計       名
41.3%25,43332.0%19,67661,562国民健康保険会計
51.5%3,43746.4%3,0966,675簡易水道事業会計
47.5%6,52150.8%6,97613,738公共下水道事業会計
35.6%27,66541.4%32,16277,710老 人 保 健 会 計
39.1%34,59839.7%35,12288,510介 護 保 険 会 計
36.5%16,19446.8%20,75944,327　保 険 事 業 勘 定
41.7%18,40432.5%14,36344,183　サービス事業勘定

38.9%20,68934.0%16,394
歳入　　48,212
歳出　　53,191

病　院　会　計

介護保険会計
保険事業勘定
歳 入 決 算 額 43,555
歳 出 決 算 額 41,417
差　　　　　引 2,138
介護サービス事業勘定
歳 入 決 算 額 42,361
歳 出 決 算 額 40,734
差　　　　　引 1,627

◎ 基 金 残 高 25,740
◎ 土　 　 地 17,064㎡
◎ 建　 　 物 3,871㎡

老人保健会計
歳 入 決 算 額 70,105
歳 出 決 算 額 66,766
差　　　　　引 3,339

（単位：万円）

国民健康保険会計
歳 入 決 算 額 60,286
歳 出 決 算 額 58,623
差　　　　　引 1,663
◎ 基 金 残 高 5,712

病院事業会計
歳 入 決 算 額 58,399
歳 出 決 算 額 60,737
差　　　　　引 △ 2,338
◎企業債残高 12,297
◎ 土　 　 地 7,162㎡

公共下水道事業会計
歳 入 決 算 額 15,785
歳 出 決 算 額 15,631
差　　　　　引 154
◎ 基 金 残 高 1,088
◎ 町 債 残 高 75,358
◎ 土　 　 地 11,502㎡
◎ 建　 　 物 1,325㎡

簡易水道事業会計
歳 入 決 算 額 6,925
歳 出 決 算 額 6,721
差　　　　　引 204
◎ 基 金 残 高 984
◎ 町 債 残 高 19,212
◎ 土　 　 地 41,750㎡
◎ 建　 　 物 898㎡
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医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
今

ま
で
町
民
の
皆
様
に
受
診
し
て

頂
い
て
い
る
基
本
健
康
診
査

は
、
平
成　

年
４
月
か
ら
医
療

20

保
険
者
に
よ
る
特
定
健
診
･
特

定
保
健
指
導
に
変
わ
り
ま
す
。

〈
医
療
制
度
改
革
の
目
的
〉

　

予
防
可
能
な
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
将
来
・
・

の
医
療
費
の
伸
び
を
抑
え

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
、
国

民
（
被
保
険
者
等
）
の
税
負
担

を
減
ら
し
、
国
民
皆
保
険
制
度

を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
こ

と
が
今
回
の
改
革
の
目
的
で

す
。

〈
医
療
制
度
改
革
の
目
標
〉

　

生
活
習
慣
病
の
有
病
者
・
予

備
群
を
平
成　

年
度
ま
で
に　

27

25

％
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

〈
医
療
保
険
者
に
特
定
健
康
診

査
（
特
定
健
診
）・
特
定
保
健

指
導
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
〉
。

　

各
医
療
保
険
者
（
国
保
・
組

合
健
保
等
）
は
責
任
を
持
っ

て
、　

歳
以
上　

歳
ま
で
の
被

40

74

保
険
者
、
被
扶
養
者
の
方
々
に

対
し
、
平
成　

年
度
か
ら
特
定

20

健
診
及
び
特
定
保
健
指
導
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

 

〈
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
〉

【
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
着
目
】

　

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
、
体
重
増

加
が
血
糖
や
中
性
脂
肪
、
血
圧

な
ど
の
上
昇
を
も
た
ら
し
、
様

々
な
形
で
血
管
を
損
傷
し
、
動

脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、
心
血

管
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、
人
工

透
析
の
必
要
な
腎
不
全
な
ど
に

至
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
健
診

受
診
者
が
生
活
習
慣
と
健
診
結

果
、
病
気
の
発
症
と
の
関
係
を

理
解
し
、
生
活
習
慣
の
改
善
に

向
け
て
の
明
確
な
動
機
づ
け
・

実
践
が
で
き
る
よ
う
に
健
診
・

保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

１．

特
定
健
診

【
必
須
項
目
】

○
質
問
票

○
身
体
計
測
（
身
長
、
体
重
、

Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
腹
囲
）

○
理
学
的
検
査
（
身
体
診
察
）

○
血
圧
測
定

○
血
液
検
査
（
脂
質
検
査
、

血
糖
検
査
、
肝
機
能
検
査
）

【
詳
細
な
健
診
の
項
目
】

○
心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査

　

貧
血
検
査

【
そ
の
他
の
健
診
項
目
】

○
血
清
尿
酸
、
血
清
ク
レ
ア

チ
ニ
ン
等
必
要
な
項
目 

２．

特
定
保
健
指
導

　

健
診
に
よ
り
内
臓
脂
肪
症
候

群
該
当
者
及
び
予
備
群
を
リ
ス

ク
の
数
で
階
層
化

　

階
層
化
に
よ
り
①
受
診
勧
奨

②
情
報
提
供
③
特
定
保
健
指
導

（
動
機
付
け
支
援
、
積
極
的
支

援
）
に
分
け
ら
れ
、
結
果
通
知
・

保
健
指
導
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

〈
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
加
算

・
減
算
措
置
〉

　

特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
評

価
指
標
と
し
て
①
健
診
受
診
率

②
保
健
指
導
実
施
率
③
内
臓
脂

肪
症
候
群
該
当
者
・
予
備
群
減

少
率
の
成
果
に
よ
っ
て
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
（
０
〜　

歳
保

74

険
料
）
の
額
の　

％
加
算
・
減

10

算
措
置
が
さ
れ
ま
す
。

　

国
は
医
療
制
度
改
革
の
方
針

に
予
防
重
視
と
い
う
言
葉
を
入

れ
ま
し
た
。
頑
張
っ
た
と
こ
ろ

は
安
く
、
頑
張
ら
な
い
と
こ
ろ

は
沢
山
の
支
援
金
を
支
払
っ
て

頂
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
健
診
は
１
年
に
１
回
は
、

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
】

　

現
在
、
各
医
療
保
険
者
が
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
詳
し
く
は
、
ご
加
入
の
医

療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

保
健
師　

辻　

留
美
子

健
康
メ
モ

～
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す
～

胃カメラ検査が容易胃カメラ検査が容易にに
～～経経鼻鼻内内視視鏡鏡をを導導入入～～

　町立病院ではこの度、経鼻型(鼻からカメラを挿入)内視鏡を含め
そのシステムを一新しました。これまでの口からのカメラ挿入に比
べ、患者様の胃カメラ検査の苦痛を軽減することができます。
　詳しくは町立病院にお問い合わせください。

（TEL32－2103）　　　　　　

住民基本台帳の閲覧状況の公表について
　平成18年11月１日に住民基本台帳法の一部が改正され、個人情報の保護に十分留意した法律が施行
されました。この改正により、誰でも閲覧を請求できるというこれまでの閲覧制度は廃止され、閲覧請
求の制限が強化されました。
　また、市町村には閲覧状況を公表することが義務付けられ、下記のとおり公表します。
　平成18年11月１日から平成19年10月31日までの閲覧状況は次のとおりです。

２１項　目 閲覧番号

自衛隊旭川地方強力本部長
山　田　伊智郎

財団法人新情報センター
事務局長　平　谷　伸　次

閲覧申出者の氏名（法人の場
合、名称・代表者氏名）

－総務省情報通信政策局長
鈴　木　康　雄

委託を受けて閲覧を行ってい
る場合の委託者

自衛官募集平成18年度通信利用動向調査利用目的の概要
平成19年６月22日平成18年12月19日閲覧の年月日
・平成元年４月２日～平成２年４月１日（男子・女子）
・平成４年４月２日～平成５年４月１日（男子）町内全域の20歳以上閲覧に係る住民の範囲
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平成19年度から税源移譲によって所得税・住民税が変わっています。
　市区町村への申告により、住民税が減額されます。
　・平成19年に所得が減って所得税が課税されなくなった方

税源移譲時の年度間の所得の変動に係る減額措置について（平成19年度分住民税のみ適用）
　税源移譲により、所得税率の変更による税負担の軽減の影響は受けず、住民税率の変更による税負担の増加
の影響のみを受ける方については、既に納付済みの平成19年度分の住民税額から、税源移譲により増額となっ
た住民税相当額を還付します。（還付を受けるためには申告が必要です。）
●対象者
　敢と柑を両方とも満たす方
　敢平成19年度住民税の課税所得金額（分離課税分を除く）＞所得税との人的控除額の差の合計額
　柑平成20年度住民税の課税所得金額（分離課税分を含む）≦所得税との人的控除額の差の合計額

（人的控除の差額については７月号広報誌をご覧ください。）
●計算方法
　平成19年度の合計課税所得額については、税源移譲後の税率を適用し、調整控除を行った後の税額から、税
源移譲前の税率を適用した税額を差し引いた額を減額します。すでに納入済みの場合は、還付します。
●申告方法
　対象者は、平成20年７月１日から平成20年７月31日までに平成19年度個人住民税を課税している市町村へ
申告することにより、経過措置が適用されます。

・所得税から住宅ローン控除額を引ききれなかった方
　平成20年度住民税から、所得税で控除しきれなかった住宅借入金等特別控除額を控除できるようになります。
　（適用を受けるためには毎年申告が必要です。）
●控除対象年度
　平成20年度から平成28年度の個人住民税
●控除対象者
　平成19年度以降の所得税において住宅借入金等特別控除の適用がある方
　（平成11年から平成18年までに入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている方に限ります。）
●控除額
　（以下の①と②のどちらか小さい金額）－所得税額（改正後税率、住宅借入金等特別控除前の額）
　※（０を下回る場合は０とします。）
　①所得税の住宅借入金等特別控除額
　②改正前税率での所得税額相当額☆
☆課税総所得金額、課税退職所得金額及び課税山林所得金額に税源移譲のための改正前の税率を適用した
場合の所得金額（住宅借入金等特別控除額の適用がないものとした場合の所得税額）
●申告方法
　特別税額控除を受けるには、毎年３月15日（20年は３月17日）までに平成20年１月１日現在お住まいの市区
町村へ確定申告書又は住民税申告書（源泉徴収票添付必要）と合わせて住宅借入金等特別税額控除申告書を
提出してください。

住宅借入金等特別税額控除申告書の提出方法住民税の住宅ローン控除の適用を受ける方
源泉徴収票を添付して市区町村へ提出所得税の確定申告をされていない方
所得税の確定申告書とともに税務署へ提出所得税の確定申告をされる方
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◆住民税の地震保険料控除が創設されました。
　近年多発している地震火災を受け、「地震災害に対する国民の自助努力による個人資産の保全を促進し、
地域災害時における将来的な国民負担の軽減を図る」目的で、損害保険料控除が改組され、地震保険料控除が
創設されました。
●損害保険料控除

　 平成19年度課税分まで 　◆対象：住宅や家財などの生活用資産の損害保険料や身体の障害に関する損害保険料

●地震保険料控除

　 平成20年度課税分から 　◆対象：住宅や家財などの生活資産の地震保険料

◆要介護認定者を対象とする障害者控除について
　これまで身体障害者手帳、精神障害者手帳を有している者等が障害の程度に応じて、障害者控除、特別障害
者控除の対象とされてきましたが、それに加えて介護保険法の要介護認定により普通障害、特別障害に準ずる
者として町長の認定を受けた場合に、障害者等と同様に控除の対象となります。控除を受けるためには町長
が発行する認定書が必要となりますので、詳しくは保健福祉課介護保険係（℡32-2000）までお問い合わせく
ださい。

控除限度額控　除　内　容
10,000円長期損害保険（保険期間が10年以上で、かつ、満期返戻金のある契約のもの）
　2,000円短期損害保険（長期損害保険契約に該当する契約以外のもの）

10,000円長期損害保険と短期損害保険がある場合
　長期損害保険料控除額と短期損害保険料控除額の合計

控除限度額控　除　内　容
25,000円

10,000円

地震保険料契約に関する保険料の1/2
【経過措置】　平成18年12月31日まで締結した長期損害保険契約について

は従前の損害保険料控除が適用されます。

25,000円地震保険料と長期損害保険がある場合
　地震保険料控除額が長期損害保険料控除額の合計

　北海道上川支庁では、12月を滞納処分強化月
間として、自動車税、個人事業税などの未納者に
対する、預貯金・給与・自動車等の財産差押を実
施します。

　まだ、納税されていない方は、お早めに納税し
てください。なお、日中納税できない方のため
に、次のとおり夜間納税窓口を開設しますので、
ご利用ください。
（当日は、納税相談も受け付けております。）
【夜間】
日時　12月13日（木） 午後５時30分～午後８時
場所　北海道上川支庁名寄道税事務所
　　　（名寄市西４条南２丁目）
　※　道税に関するご相談については、
上川支庁名寄道税事務所
（代表01654-2-4148）までご連絡ください。

12月は、道税の滞納処分 強化月間です

各税目の納税

　平成１９年分税法改正により、e-Taxにより所得税の確定申告をすると・・・
　　一定の要件を満たした場合には
　  　・源泉徴収票や医療費の領収書、社会保険料・生命保健料・損害保険料の
　　   金額を証明する書類の提出又は提示が不要となります。
　　　・5,000円の税額控除が受けられます
    　詳しくは税務署もしくは、下記のe-TAXホームページにてご確認ください。

自宅などから

www.e-tax.nta.go.jp

申告（所得税、法人税、消費税、酒税、印紙税）

各種申請・届出、法定調書（合計表）の提出

納税証明書の電子請求・受領、手数料納付

e-Taxでらくらく送信

各税目の納税

平成１９年分税法改正により、e-Taxにより所得税の確定申告をすると・・・
　一定の要件を満たした場合には
  　・源泉徴収票や医療費の領収書、社会保険料・生命保健料・損害保険料の
　   金額を証明する書類の提出又は提示が不要となります。
　　・5,000円の税額控除が受けられます
   　詳しくは税務署もしくは、下記のe-TAXホームページにてご確認ください。
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図書館のホームページは　http://db.net-bibai.co.jp/wassamu/　アクセスしてみてね!!
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―話　題　の　本―
『　あじさい日記　』

（渡辺淳一/作）
結婚して15年の川嶋省吾と志麻子。
妻の寝室で、夫が偶然見つけた１冊
の日記帳。そこに記されていたのは、
男が気づかぬ女の本音だった。やが
て彼女は、思わぬ変貌をとげる…。男
と女の深淵を描く文芸作品

☆毎週土曜日
14：00～

おはなしかい開催
※12月は「ポコ・ア・
ポコ」によるクリ
スマスおはなし会

年末年始業務のお知らせ
１月７日
（月）

１月６日
（日）

１月５日
（土）

１月４日
（金）

１月３日
（木）

１月２日
（水）

１月１日
（火）

12月31日
（月）

12月30日
（日）

12月29日
（土）

12月28日
（金）

仕事始め休　み休　み午前開庁休　み休　み休　み休　み休　み休　み仕事納め役　場・教育委員会
保健福祉センター

休　み休　み休　み休　み休　み休　み休　み休　み休　み保 育 所

休　館休　館休　館休　館休　館休　館休　館休　館休　館児 童 館

休館日開　館休　館休　館休　館休　館休　館休　館図書整理日
（休館）図 書 館

休館日休　館休　館午前開館休　館休　館休　館休　館休　館総 合 体 育 館

休　館営　業営　業営　業休　館休　館休　館営　業営　業休　館営　業保 養 セ ン タ ー

休　診休　診通常診療休　診休　診休　診休　診休　診休　診
町 立 病 院

　休診期間中でも急患があった場合は、当直医師による診察を行います。

開　業休　み開　業開　業休　み休　み休　み休　み休　み西 和 ご み 処 理 場

開　業休　み開　業開　業休　み休　み休　み休　み休　み生 ご み 処 理 場

開　業休　み休　み休　み休　み休　み休　み休　み休　み休　み休　みリサイクルセンター

休館日休　館休　館休　館休　館休　館休　館休　館休　館交流施設「ひだまり」

休　館休　館休　館休　館休　館休　館休　館休　館休　館生きがいセンター

　※ごみ収集日　　　12月18日（火）市街地区プラスチックごみ　　　　　19日（水）市街地区及び農村地区Ｂ埋立てごみ
　　　　　　　　　　　21日（金）市街地区資源ごみ　　　　　　　　　24日（月）生ごみ
　　　　　　　　　　　25日（火）農村地区プラスチックごみ　　　　　26日（水）市街地区及び農村地区Ａ埋立てごみ
　　　　　　　　　　　27日（木）生ごみ　　　　　　　　　　　　　　28日（金）農村地区資源ごみ
　　　　　　　　　１月４日（金）市街地区資源ごみ　　◎くわしくは19年度ごみ収集カレンダーでご確認ください。
　※東山スキー場　　12月31日（月）休業、１月１日（火）・２日（水）日没まで営業

士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららら士別警察署からのお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

《ドライバー以外の皆さんへ》
◆飲酒運転を容認・助長等することになる次の行為が厳罰化されました!
①酒気を帯びている者で飲酒運転を行うおそれがある者に対して車両を提
供
②酒気を帯びている者で飲酒運転を行うおそれがある者に対して酒類を提
供
③運転者が酒に酔った状態にあることを知りながら、自己の運送を要求・
依頼し、その車両に同乗した者
④運転者が酒気を帯びていることを知りながら、自己の運送を要求・依頼
し、その車両に同乗した者

《ドライバーの皆さんへ》
◆飲酒運転は犯罪です!
　酒気帯び運転は３年以下の懲役又は50万円以下の罰金、酒酔い運転
ならば５年以下の懲役又は100万円以下の罰金となります。
　酒に酔った状態で人身事故を起こすと危険運転致死傷罪となり、負傷
事故は15年以下の懲役、死亡事故ならば1年以上の有期懲役となります。

●飲酒運転の根絶
～つい一杯　鈍る判断　待つ地獄～

　飲酒して運転すると、気が大きくなりスピードを
出し過ぎたり、また、注意力が低下するため信号や
歩行者などを見落としやすくなり、事故の危険性が
高まります。「ちょっとしか飲んでいないから」「すぐ
近くだから」と安易に飲酒運転をすると、厳罰を科
せられ一生後悔することになります。

◎道路交通法が一部改正に
　依然として後を絶たない飲酒運転を根絶するた
め、本年９月19日、悪質・危険運転者対策として、
飲酒運転に対する罰則強化、さらには運転者の関係
者などに対する、車及び酒類提供・同乗の禁止等を
盛り込んだ改正道路交通法が施行されました。
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東山スキー場　シーズン券発売シーズン券発売中中
　和寒東山スキー場リフト乗り放題のシーズン券を発売しております。
ご希望の方は、タテ３尺・ヨコ2.5尺の顔写真を添えて、教育委員会までお越しください。
　なお、東山スキー場オープン後は、東山スキー場券売所で取り扱いますので、お間違えのないよ
うお願いいたします。
注）本年度よりリフト使用料が次のとおりに変更となりました。
　なおシーズン券は今までどおりです。

シーズン券３時間券一日券団体券学　校
団体券ナイター券回数券

(11回券)１回券　

一般 20,000
8001,8001,5001009001,200120大人 12,000高校生

12,000スキー協会
5,0006001,2001,0006060090090小人

平成20年成人式
　出席者の受付中です

平平成成2200年成人年成人式式
　出出席席者者のの受受付付中中でですす

平成20年成人式日程
平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成2222222222222222222222222222222222222222200000000000000000000000000000000000000000年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年11111111111111111111111111111111111111111月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月1111111111111111111111111111111111111111133333333333333333333333333333333333333333日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午日）午後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後33333333333333333333333333333333333333333時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～時～

　出席をされる新成人の方は12月７日(金)までに
教育委員会社会教育係までご連絡ください。

（℡　32－2477）　

　個人情報保護法の施行に伴い、一昨年より教育
委員会から個々にご案内することを差し控えさせ
ていただきました。
　そこで成人式に出席される新成人の方からの申
し込みを受け付け、その後、あらためて開催のご
案内をお送りしています。
　ご家庭で、またお友達などと連絡し合ったりし
て、ぜひ成人式に多くの新成人の方のご出席をい
ただきますようご案内いたします。
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　成人式は、新成人の皆さんなどで結成した実行
委員会で式の内容などを決めていきます。
　この成人式実行委員も合わせて募集しています
ので、お友達と一緒に参加してみませんか？応募
をお待ちしています。

製造事業所の皆様へ　統計調査にご協力ください
　平成19年工業統計調査を12月31日現在で行い
ます。
　調査の実施にあたっては、本年12月から来年
１月にかけて調査員がお伺いします。
　なお、調査票に記入していただいた内容につ
いては、統計法に基づき秘密が厳守されますの
で、正確なご記入をお願いします。
　　　　　　経済産業省・北海道・和寒町

子どもの起床・就寝時間に注意する。
　子どもたちの寝る時間が遅くなり、睡眠時間
も短くなっています。深夜テレビや24時間営業
の店などが世の中にあふれる中、家庭において
も、大人の夜型の生活に子どもを巻き込んでい
るのではないでしょうか。
　早寝早起きの習慣をつけて、十分な睡眠をと
ることは、子ども健やかな成長と生活リズムを
確立するためには大切です。家庭で早寝早起き
のルールをつくり、習慣をつけるようにしまし
ょう。
　（文部科学省　家庭教育手帳
　　　　　　～高学年・中学年生編～抜粋）

これからの家庭教育

文芸和寒原稿募集
　公民館では、文化的伝統を育みたいとの願いを
込め、地域や生活に根ざした文化活動の結晶とし
て、町民文芸誌『文芸和寒』を今年も発刊いたし
ます。
　そこで『文芸和寒』第37号の原稿を募集いたし
ます。町内の方で、随想（4,000字以内）・詩・短
歌・俳句（十首以内）など、住所・氏名を記入し、
12月21日（金）までに公民館事務局までお寄せく
ださい。多くの方の寄稿をお待ちしており
ます。

高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢高齢者者者者者者者者者者者巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡回回回回回回回回回回作作作作作作作作作作品品品品品品品品品品巡回作品展展展展展展展展展展展
　和寒町公民館が所属する上川北部公民館ネット
ワークでは、上川北部の９市町村から集められた
書や絵画等を広く鑑賞してもらおうと、高齢者巡
回作品展を実施いたします。

開催日時　12月11日（火）～17日（月）
　　　　　９:00～17:00（土日は閉館します）
場　　所　和寒町公民館「恵み野ホール」

（単位：円）
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心にしみいる
芸術の秋

　第45回を数える町民文化祭が今年も恵み野ホールをメイ

ン会場に10月27日～11月11日まで開催されました。11月３

日、４日は各展示作品が恵み野ホールに集結し、お茶会・

友愛セール・俳句教室などの催し物も開催されました。ま

た、４日には片栗庵にてお茶会が、町民センターでは囲碁

大会が開かれ熱戦が繰り広げられました。

　11日には、芸能発表会が行われ、和寒小学校３年生によ

る太鼓演奏の発表・旭麗三弦会による三味線の演奏・岳風

会による構成吟「静御前」など、各サークルが日頃の修練

の成果を発表する場となりました。



梢　広報わっさむ　平成19年12月号　19

　

～地域の話題をお届けします～

中川町エコミュージアムセンター普及事業

『昔のおやつを食べよう』
日時　平成19年12月８日（土）９：00～12：00
場所　中川町エコミュージアムセンター
【問い合わせ先】
　　中川町エコミュージアムセンター

（℡ 01656-8-5133）

中川町ポンピラアクアリズイング
15周年記念イベント開催

12月13日　餅つき大会（ついたお餅は無料配布）
12月14日　限定スペシャルバイキング（先着100名）
　・和洋中食べ放題、飲み放題
　　大人2,500円、小人1,500円（いずれも２時間）
　・12月24、25日はクリスマスプレゼント！
　　（入浴された小学生以下のお子様に

ショートケーキ１個無料で差し上げます）
ご予約・お問合せお待ちしております。
【問い合わせ先】
中川町ポンピラアクアリズイング（℡ 01656-7-2400）

【調理実習】
　10月25日高齢者共同福祉住宅
「かたくり荘」において、入居者を
対象とした調理実習を栄養士の指導
により実施しました。同じ施設で生
活している方々が一堂に会して、同
じ作業をとおしてのふれあいとひと
り暮らしからくる食生活の偏り防止
のため、安価で手軽に調理でき、食
生活改善の一躍につなげることを目
的に毎年開催しているものです。今
年は、豆腐ハンバーグとひじきご飯
に挑戦し、お昼には調理した完成品
をみんなで食べ、楽しいひとときを
分かちあいました。

｢就業体験｣
　11月１日(木）、和寒中学校
２年生がスーパー、ゴンビニエ
ンスストアー、自動車整備工場
など町内８ヶ所において就業体
験をしました。
　このうち菓子店で体験した８
名は、ケーキの包装作業に挑戦
し、慣れない作業に悪戦苦闘し
ながも、真剣なまなざしで取り
組くんでいました。

｢名曲をたのしもう｣
　10月27日（土）図書館で｢子ども
のためのおしゃべりクラシックコン
サート｣が開催されました。演奏
は、剣淵町でピアノ教室を指導され
ています前川真由美さん（士別市）
で、子どもから大人まで聞き覚えの
あるクラシックや本格的な名曲ボレ
ロ（ラベル）など披露。音楽家など
にまつわるお話があったり、きらき
ら星（モーツァルト）や変奏曲トト
ロメドレーなど来館者25名と一緒
に歌ったりと楽しいコンサートとな
りました。

｢施設見学実習｣
　10月30日（火）、和寒高等学校１
年生９名が家庭総合の実習授業で芳生
苑・健楽苑を訪れました。芳生苑生活
指導員から施設の概要、介護機器、用
品等の説明を受け、生徒は福祉施設訪
問を通して地域の高齢者を取り巻く環
境について学習し、福祉への関心を高
めました。
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がん検診ツアー
乳児健診（13:00～14:30保健福祉センター）
年賀状作り（15:00～三笠児童館）

10（月）

転倒予防教室（９:30～保健福祉センター）
心配ごと相談（13:00～15:00保健福祉センター）
年賀状作り（15:00～三笠児童館）
折り紙で遊ぼう（15:30～三笠児童館）

11（火）

カルタ教室（15:00～三笠児童館）12（水）

乳幼児のつどい（10:00～三笠児童館）
予防接種　（三種混合・ＢＣＧ）

（15:00～保健福祉センター）
13（木）

１歳６ヶ月・３歳児健診
（13:00～保健福祉センター）

絵本の読み語り（15:00～三笠児童館）
14（金）

おはなし会（14:00～図書館）15（土）

16（日）

17（月）

折り紙で遊ぼう（15:00～三笠児童館）18（火）

縄跳び記録会（15:00～三笠児童館）19（水）

和寒中学校終業式
三笠山大学（10:00～恵み野ホール）
乳幼児のつどい（10:00～三笠児童館）
予防接種　（三種混合・麻風混合）

（15:00～保健福祉センター）

20（木）

和寒小学校終業式
和寒中学校冬期休業開始（１/15まで）
絵本の読み語り（15:00～三笠児童館）

21（金）

和寒小学校冬期休業開始（１/15まで）
おはなし会（14:00～図書館）22（土）

図書館閉館日（祝日）23（日）

24（月）

転倒予防教室（９:30～保健福祉センター）
折り紙で遊ぼう（15:00～三笠児童館）25（火）

26（水）

27（木）

第１号被保険者介護保険料（普通徴収）
第３期分納期限28（金）

おはなし会（14:00～図書館）29（土）

図書館整理日（休館）30（日）

31（月）

 １　月

１（火）

２（水）

３（木）

新年交礼会（10:00～町民センター子供会室）４（金）

５（土）

図書館開館
第29回全道ジュニアクロスカントリー和寒大会

（開会式８:30～和寒東山スキー場）
６（日）

７（月）

心配ごと相談（13:00～15:00保健福祉センター）
折り紙で遊ぼう（15:00～三笠児童館）８（火）

９（水）

10（木）




